
昭
和
二
十
九
年
度
修
士
論
文
要
約

工
業
立
地
の
諾
問
題

　
工
業
立
地
理
論
の
糸
譜
上
、
Ａ
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
所
論
の
占
め
る
位

置
は
大
き
い
。
後
の
研
究
者
が
Ｗ
理
論
に
種
種
の
批
判
を
加
え
た
に
し

ろ
、
い
づ
れ
も
そ
の
欠
階
を
補
充
修
正
し
、
そ
の
理
論
的
水
準
を
引
上

げ
る
こ
と
に
従
事
し
た
に
す
ぎ
ず
、
Ｗ
理
論
に
革
命
的
変
革
を
加
え
た

も
の
は
な
い
と
い
う
の
が
真
実
で
あ
る
。
理
論
上
資
本
主
義
機
構
を
前

堤
と
す
る
結
果
と
な
っ
た
Ｗ
理
論
に
対
し
、
真
向
か
ら
対
決
し
た
の
が

杜
会
主
義
経
済
下
の
生
産
力
配
置
理
論
で
、
資
本
主
義
下
と
は
根
本
的

に
異
一
、
て
、
工
業
を
版
図
内
に
均
等
に
配
置
す
る
た
め
の
可
能
性
を
追

究
す
る
。
之
を
実
現
す
る
要
因
と
し
て
、
…
非
合
理
的
超
遠
距
離
輸
送

の
清
算
　
ｏ
原
料
加
工
の
一
段
階
よ
り
他
段
階
へ
移
行
す
る
際
の
労
働

の
喪
失
を
最
小
限
に
止
め
る
こ
と
所
謂
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
化
　
０
動
カ
源

と
し
て
の
電
力
の
綜
合
的
活
用
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
、
以
上
の
原
則
の

具
象
化
が
、
前
に
は
ソ
連
の
ウ
ツ
カ
建
設
が
あ
り
、
新
し
く
は
大
戦
後

の
東
欧
講
国
の
工
業
立
地
変
動
に
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
杉
野
秀
一
）

イ
ン

フ
レ

シ
ヨ

ン
理
論
の
研
究

れ
る
の
で
あ
る
。
両
政
策
は
財
政
が
金
融
を
補
ふ
も
の
と
し
て
亦
逆
に

金
融
が
財
政
を
補
ふ
も
の
と
し
て
、
財
政
々
策
と
金
融
政
策
が
極
め
て

密
接
な
関
係
を
も
つ
と
い
っ
て
過
一
言
で
は
な
い
。
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
戦
時
戦
後
を
通
じ
て
我
が
国
民
経
済
に
生
死
を
掘
す
る
重
大
問
題
で

あ
っ
た
こ
と
は
、
記
憶
の
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
。
イ
ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
は
貨
幣
経
済
の
疫
病
で
あ
一
ノ
で
進
展
す
れ
ば
、
杜
会
の
機
能
を
停

止
せ
し
め
る
事
態
を
も
惹
起
す
る
の
で
あ
る
。
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

何
で
あ
る
か
を
理
解
し
、
如
何
に
し
て
発
生
し
発
展
す
る
か
正
確
に
拍

握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
理
論
の
研
究
こ
そ
貨

幣
理
論
に
課
せ
ら
れ
た
最
大
の
任
務
で
あ
る
。
先
ず
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
定
義
を
考
へ
る
時
全
く
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
論
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
で
あ
る
。
種
々
様
々
な
定
義
を
述
べ
て
第
一
章
に
於
て
諾
定
義
の

考
察
を
葛
し
所
詮
定
義
も
二
大
別
に
区
別
さ
れ
得
る
。
要
す
る
に
経
済

学
と
マ
ル
ク
ス
経
済
学
が
相
対
立
す
る
如
く
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
理
論

に
も
相
対
立
し
て
定
義
が
下
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
第
二
章
に
お
い
て

近
代
経
済
学
に
基
く
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ゴ
ン
を
述
べ
第
三
章
に
お
い
て
マ

ル
ク
ス
経
済
学
に
基
く
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
理
論
を
述
べ
た
訳
で
あ
る
。

第
四
章
に
わ
い
て
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
歴
史
に
就
て
考
察
を
進
め
第

五
章
に
わ
い
て
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
種
類
を
説
明
し
て
第
六
章
が
イ

ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
理
論
の
結
論
と
な
る
訳
で
あ
る
。
　
　
（
宮
氏
哲
雄
）

一
国
の
経
済
は
其
の
国
の
財
政
政
策
亦
金
磁
政
策
に
依
巧
て
左
右
さ

昭
和
二
十
九
年
度
修
士
論
文
要
約

一
九
（
四
八
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
第
四
号
）

外
国
貿
易
の
所
得
創
出
に

　
　
　
　
　
及
ぼ
す
影
響
に
つ

　
　
　
１
貿
易
乗
数
理
論
の
研
究
１

い
て

　
元
来
乗
数
理
論
は
、
カ
ー
ン
に
よ
っ
て
数
式
化
さ
れ
た
雇
傭
乗
数
が

初
め
て
経
済
理
論
に
導
入
せ
ら
れ
ケ
ィ
ン
ズ
に
お
い
て
投
資
乗
数
と
し

て
積
極
的
に
展
開
し
て
以
来
学
界
の
一
つ
の
中
心
問
題
と
な
っ
た
。
更

に
こ
れ
が
ク
ラ
ー
ク
、
ハ
ロ
ッ
ド
及
び
ハ
ー
バ
ラ
ー
等
に
よ
り
開
放
体

制
下
に
お
け
る
所
得
捗
成
の
貿
易
乗
数
理
論
と
し
て
拡
張
応
用
さ
れ
る

と
と
も
に
、
近
年
で
は
次
第
に
そ
の
数
式
の
展
関
が
精
密
化
せ
ら
れ
る

に
及
び
必
然
的
に
国
際
貿
易
理
論
へ
も
更
に
亦
重
要
な
革
新
を
も
た
ら

し
た
。

　
か
か
る
外
国
貿
易
を
も
合
む
国
民
所
得
形
成
上
に
わ
げ
る
乗
数
理
論

の
講
展
開
を
究
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
経
済
活
動
と
外
国
貿
屍

と
の
相
互
関
係
を
理
論
的
裏
付
け
を
も
っ
て
明
確
に
把
握
し
、
そ
れ
が

も
つ
問
題
点
と
限
界
性
を
こ
こ
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
拙
論
を
試
み
た

の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
川
幸
夫
）

財
政
々
策
が
景
気
変
動
に

　
　
　
　
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

　
財
政
が
今
目
ほ
ど
国
民
経
済
の
中
核
と
な
一
、
て
い
る
時
は
な
い
、
元

々
財
政
は
国
の
経
済
の
謂
で
あ
り
国
家
形
態
の
発
展
に
伴
っ
て
迂
余
曲

折
を
経
て
発
展
し
育
成
し
来
た
っ
た
も
の
で
あ
る
。
初
期
資
本
主
義
の

一
二
〇
（
四
九
〇
）

時
代
の
財
政
は
自
由
主
義
思
想
を
基
盤
と
し
て
い
た
か
ら
国
民
経
済
に

与
え
る
影
響
は
非
常
に
小
さ
な
も
の
で
あ
っ
た
。
所
が
資
本
主
義
経
済

が
成
熟
期
に
入
る
と
共
に
個
人
的
な
自
由
な
経
済
活
動
は
杜
会
的
な
福

秋
を
増
進
さ
す
も
の
で
は
な
い
と
言
う
矛
盾
と
不
均
衡
が
生
じ
て
来
た
、

此
処
に
於
て
国
家
の
強
力
な
経
済
政
策
の
必
要
に
遺
ら
れ
財
政
投
融
資

が
国
民
経
済
の
動
態
に
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
特
に
一
九
三
〇
年
代
の
大
不
況
は
こ
の
考
へ
方
に
大
き
な
理
論
的
な

裏
付
け
を
な
し
た
。
す
な
わ
ち
資
本
主
義
の
高
度
化
は
カ
ル
テ
ル
、
ト

ラ
ス
ト
等
の
独
占
化
に
発
展
す
る
と
所
得
分
配
の
不
平
等
化
と
な
り
、

こ
れ
迄
循
環
し
て
い
た
景
気
回
復
へ
の
ア
ッ
プ
ス
ィ
ッ
チ
の
要
因
を
消

減
し
て
し
ま
一
、
た
、
し
た
が
一
ノ
て
こ
れ
が
回
復
の
政
策
と
し
て
財
政
々

策
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
劫
果
を
一
九
三
〇
年
代
に
経

験
し
た
。
こ
れ
ら
の
経
験
と
そ
の
政
策
の
理
論
的
根
拠
を
提
供
し
た
ケ

ィ
ン
ズ
の
経
済
学
を
分
析
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
景
気
循
環
が
生
み

閏
す
失
業
と
長
期
慢
性
化
し
た
不
況
の
回
復
に
効
果
的
な
政
策
の
方
途

を
見
串
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
ケ
ィ
ン
ズ
は
独
創
的

な
分
析
の
用
具
、
す
な
わ
ち
清
費
性
向
、
貯
蓄
性
向
と
か
有
効
需
要
、

投
資
乗
数
、
流
動
性
選
好
等
の
用
語
を
縦
横
に
駆
使
し
て
財
政
々
策
、

特
に
公
共
投
資
が
景
気
回
復
に
い
か
に
効
果
的
な
作
用
を
あ
た
え
る
か

を
論
証
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
野
々
田
三
邸
）

経
済
学
の
歴
史
化
と
政
策
化

　
左
右
田
博
士
が
歴
史
料
学
と
し
て
経
済
学
を
理
論
附
け
ら
れ
た
事
は
、

そ
れ
ま
で
心
理
学
派
の
超
歴
史
的
な
理
論
を
受
け
入
れ
、
亦
徒
ら
に
基



礎
概
念
の
解
釈
に
精
力
を
費
消
し
て
屠
た
秋
が
経
済
学
に
対
し
て
劃
期

的
な
意
義
を
有
す
る
。
此
の
提
言
こ
そ
実
に
、
歴
史
的
現
実
態
の
本
質

に
対
す
る
開
限
と
、
そ
れ
を
超
克
せ
ん
と
す
る
積
極
的
な
意
志
に
伴
な

は
れ
た
研
究
方
法
上
の
深
刻
な
反
省
を
惹
起
し
た
。
併
し
な
が
ら
左
右

固
樽
士
が
其
の
理
論
を
伝
承
し
た
ド
ィ
ツ
西
南
学
派
が
、
へ
ー
デ
ル
の

弁
証
法
、
フ
イ
ヒ
テ
の
知
識
学
に
表
現
さ
れ
た
人
間
歴
史
の
法
則
性
の

把
東
に
対
抗
し
て
起
一
、
た
も
の
で
あ
る
為
に
、
其
の
意
団
に
反
し
て
素

材
た
る
文
化
の
動
き
と
、
其
れ
に
無
関
心
な
「
歴
史
的
」
研
究
方
法
の

二
元
論
に
終
始
し
た
。
杉
村
博
士
は
メ
ン
ガ
ー
の
経
済
件
原
理
亦
た
其

の
感
作
的
表
現
型
式
た
る
限
界
赦
用
均
等
法
則
に
唆
示
を
得
て
、
人
間

歴
史
の
無
限
過
程
性
、
動
的
性
格
を
白
貨
し
、
経
済
学
に
初
め
て
実
践

的
惟
格
を
賦
与
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
此
の
杉
村
学
説
が
一
般
哲
学

上
、
マ
ー
ル
ブ
ル
グ
学
派
に
基
礎
を
置
き
、
亦
た
マ
ー
ル
ブ
ル
グ
学
派

が
フ
ィ
ヒ
テ
の
知
識
学
の
内
容
と
相
似
す
る
点
多
き
を
知
る
時
、
左
右

困
、
杉
村
両
学
説
の
関
係
を
意
義
深
く
感
ず
る
。
併
し
此
の
単
説
が
実

践
的
作
格
を
得
た
る
代
償
と
し
て
、
其
の
真
の
歴
史
的
具
体
性
を
文
化

現
実
態
の
観
察
に
於
て
も
、
実
践
主
体
の
把
擢
の
側
面
に
於
て
も
喪
失

し
て
居
る
こ
と
を
想
ふ
の
は
私
一
人
で
あ
ら
う
か
、
現
象
学
と
関
聯
深

き
ゴ
ッ
ト
ル
政
治
学
派
に
わ
い
て
も
此
の
事
惜
は
同
じ
で
あ
る
、
現
実

態
分
析
の
歴
史
化
に
依
一
、
て
実
践
主
体
の
具
体
的
把
擢
に
も
成
功
す
る

真
の
実
践
的
揮
論
を
樹
立
す
る
の
は
以
後
の
課
題
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
名
田
昭
）

伏
見
酒
造
労
働
の
一
考
察

　
酒
造
り
は
陶
器
、
織
物
な
ど
の
伝
統
的
な
産
業
が
マ
ス
．
プ
ロ
化
し

た
近
代
産
業
と
並
ん
で
生
き
て
い
る
こ
と
が
、
わ
が
国
の
杜
会
の
基
礎

を
特
色
づ
け
て
い
る
。
俗
に
百
目
か
せ
ぎ
と
い
わ
れ
る
酒
造
り
の
特
殊

性
は
、
そ
れ
が
季
節
的
な
生
産
と
い
う
こ
と
、
醸
造
元
の
各
蔵
に
八
り

込
む
杜
氏
を
頭
と
す
る
十
数
名
づ
っ
の
集
団
は
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
を
分
担

し
て
、
あ
り
し
目
の
軍
隊
に
も
似
た
厳
格
な
統
制
下
で
激
し
い
労
働
を

せ
ね
ぱ
な
ら
ず
、
そ
う
し
た
人
的
結
合
が
な
け
れ
ば
こ
の
生
産
が
閉
快

な
い
と
い
う
二
点
に
あ
る
。

　
伏
見
酒
造
労
働
者
は
主
と
し
て
、
橿
井
県
、
糠
、
兵
庫
県
（
丹
波
）
よ

り
来
る
故
、
そ
の
地
の
実
地
調
査
を
な
し
両
者
共
、
避
村
に
し
て
、
冬

期
閑
暇
あ
り
そ
の
錐
剰
労
力
の
捌
け
口
が
得
雑
い
の
で
非
人
閑
的
な
山

稼
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
出
稼
労
働
と
い
う
特
殊
事
惜
よ
り
傭
主
と
村
氏
と
他
の
蔵
人
と

の
間
に
隷
属
関
係
が
生
ま
れ
て
来
る
。
村
民
の
世
襲
、
階
級
性
、
そ
の

役
の
名
称
、
蔵
人
養
成
法
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
酒

造
労
働
省
に
於
て
封
建
的
な
色
形
が
濃
厚
で
あ
る
が
、
そ
の
内
に
（
内

面
的
に
白
我
の
目
筑
め
、
外
両
的
に
杜
会
法
規
、
教
育
の
普
及
に
よ
っ

て
）
近
代
性
が
芽
生
え
つ
＼
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
荒
木
敬
造
）

昭
和
二
十
九
年
度
修
士
論
文
要
約

二
一
　
（
四
九
一
）



立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
四
号
）

　
第
三
同
　
計
理
実
務
講
庫
開
始

経
済
学
部
の
学
生
で
将
来
公
認
会
計
士
税
理
士
そ
の
他
税
務
及

会
計
事
務
に
関
す
る
械
業
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
も
の
の
た
め

に
、
特
に
計
理
実
務
に
関
す
る
科
外
講
座
を
毎
年
秋
期
開
設
し

て
き
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
本
年
も
左
記
の
要
領
で
行
う
。

本
学
経
済
学
部
の
卒
業
生
は
、
会
計
実
務
叉
は
税
務
に
関
す
る

職
業
に
就
く
も
の
が
非
常
に
多
い
。
従
つ
て
経
済
学
部
に
お
い

て
は
経
済
及
経
営
に
関
す
る
専
門
科
目
の
理
論
に
精
通
さ
せ
る

こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
職
能
教
育
と
し
て
別
の
方
法
に
よ
り
計

理
実
務
の
教
育
を
行
わ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
講
義
要
、
領

　
　
講
義
榊
閉
は
昭
和
十
九
年
九
月
二
十
二
日
よ
り

　
　
昭
利
三
十
年
二
月
九
日
迄
と
す
る
。

　
　
こ
の
問
週
二
回
（
水
・
土
）
二
時
問
宛
の
講
義
と
す
ろ
。

　
　
時
閉
は
午
後
五
時
三
十
分
よ
り
七
時
三
十
分
迄
と
す
る
。

　
　
　
　
　
計
理
実
務
講
座
科
目

科
　
　
目

担
斗
者

’』

時
閉
数
一

計

」
■
簿
記
（
商
）

高
尾
講
師

一
　
二

一
会
計
原
土
津
ノ
国
教
授

一
　
二

〕
晴

一
原
価
計
算
マ
島
講
且

時

一
　
二

二
＾

１
経
済学
一
　
１

山
田
助
教
授

一
　
二

七

－

１
経
　
営

学
一
木
村
・
護
教
五
　
二

　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
一

法
人
税
法
一
竹
内
講
師
一

二

二
一
二
（
四
九
二
）

一
、
定
員
　
百
名
　
但
し
定
員
超
過
の
時
は
申
込
順
と
す
る
。

一
、
申
込
資
格
　
本
学
学
生
（
経
済
学
部
以
外
で
も
可
）

　
及
び
卒
業
生

一
、
受
講
申
込
締
切
　
昭
和
二
十
九
年
九
月
二
十
一
日

一
、
受
講
科
　
　
金
　
五
百
円
也


